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研究成果の概要（和文）：日本におけるネイチャーライティング研究やエコクリティシズムの展開にとって、
「日本のネイチャーライティング」の歴史的定位と体系化は必須であり、次の3点に関し大きな成果があった。
１．近代「日本のネイチャーライティング」の歴史的な見取り図を確立できた。２．「交感表象」のあり方、概
念がネイチャーライティングにおける記述対象であり主題であり核心部分であるという考え方のもとに、ネイチ
ャーライティングにおけるノンフィクション性＝経験性の内的構造を明らかにすることができた。３．近代日本
文学におけるネイチャーライティングおよび交感概念の「歴史的様相」を調査・把握し、複数の新たな視座を発
見することができた。

研究成果の概要（英文）：An attempt to approach to Japanese nature writing and ecocriticism requires 
to discuss “Japanese nature writing” in terms of historical contexts so as to develop it into a 
part of the entire literary history. Consequently, this research project has mainly succeeded in 
clarifying three things:
1. Historical context and configuration of “Japanese nature writing” in modern era.  2. How 
nonfictionality, which is deeply related to the writers’ direct experience, functions as a literary
 device in the genre called nature writing, when presupposing that the idea of “correspondential 
relationship” between human and nature is the subject matter to be written about. 3. Several 
historical aspects found in the modern Japanese nature writing as well as in the concept of “
correspondence.” 

研究分野： アメリカ文学、環境文学
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１．研究開始当初の背景 
「ネイチャーライティング(nature 
writing)」という文学ジャンルは、「自然
に関するノンフィクション･エッセイ」
(nonfiction essay on nature)を指す。「自
然を主題とすること」および「ノンフィク
ションであること」がその基本的要諦であ
るが、「ネイチャーライティング」という
ジャンルはその「ノンフィクション性」ゆ
えに近代文学における傍流に配されてき
た。アメリカ合衆国では、1990年代初期に、
このネイチャーライティングというジャ
ンルに学術的な注目が集まり、1996年には
John Elder (ed.), American Nature 
Writers(2巻本) が刊行され、約120名にの
ぼるネイチャーライティングの作家を歴
史的に集成し、その後の爆発的ともいうべ
き批評理論すなわちエコクリティシズム
（環境文学研究）の展開を基礎づけた。 
 「日本のネイチャーライティング」研
究は、1990 年代アメリカにおける上記の
展開の影響を承けるかたちで英米文学
研究者を中心として進められてきた。
2000 年代に入るとエコクリティシズム
が国際的な広がりを見せ、その過程で比
較文学･比較文化的な視点による研究も
徐々に輩出するようになった。アメリカ
における批評理論の展開を基礎にしな
がら、自文化におけるネイチャーライテ
ィング研究に目を向けて比較的な考察
を進める動きが国際的に拡大しつつあ
る。 
 
２．研究の目的 
「日本のネイチャーライティングにおけ
る交感表象の歴史的様相」は、「日本のネ
イチャーライティング」の歴史的展開を交
感表象の視点から提起しようとするもの
である。タイトルは３つのキーワードから
成る。「日本のネイチャーライティング」、
「交感表象」、そして「歴史的様相」であ
る。その含意は、以下の3点である。（た
だし、具体的な研究対象は「近代文学」に
限定する。） 
(1)「日本のネイチャーライティング」研 
  究を比較文学的視点から中心化する 
  こと 
(2)「交感表象」のありかた、特徴に注目 
  し、その構造を明らかにすること 
(3)(1)、(2)についてその「歴史的様相」 
  を調査･把握すること 
 
３．研究の方法 
次の３テーマに分け、各責任者毎に研究
を進め、年二回の合同研究会において発
表、議論、検討を行い、共通認識を持ち

つつ研究を進める。 
テーマ１：｢日本のネイチャーライティ
ング｣に関する歴史的定位（責任者/小谷
一明） 
テーマ２：日本のネイチャーライティン
グにおける｢交感表象｣（責任者/野田研
一） 
テーマ３：日本のネイチャーライティン
グ」に関する国際的研究交流（責任者/
結城正美） 
 
４．研究成果 
本研究プロジェクトは、「日本のネイチ
ャーライティング」を歴史的に把握し、
それを対象化する研究を本格化し、その
重要性を提起する試みである。ただし、
同時に環境研究における文学的アプロ
ーチの重要性を、日本近代文学を媒介と
して具体的に提示する試みともなる。日
本における環境研究は、環境思想にせよ、
環境教育にせよ、まずは「輸入学問」と
して始まったが、徐々に日本の現実と照
合しつつローカライズする道をたどっ
ている。文学研究の分野においても、明
治近代以来の豊かな歴史的蓄積を考え
るならば同断である。また、本研究は「文
学からの環境研究」という位置づけのも
とに展開しており、近代日本における
「環境心性」あるいは「環境文化」の研
究に大きな貢献を果たした。 
 研究成果は以下の６点に集約される。 
(1) 明治 30 年前後を転換点とする、日本

の自然観の「近代化」の様相を、西
洋風景画の導入、紀行文や美文の成
立、そして言文一致体など近代小説
成立の諸条件と関連づけながら考察
することができた。 

(2) 昭和 20 年以降の戦後文学（例：大岡
昇平『野火』、『レイテ戦記』など）
における自然記述の様態を分析する
ことにより、国木田独歩『武蔵野』
以降の近代文学的自然記述様式の継
承と変容の様相を把握し、それを歴
史的・社会的なコンテクストにおい
て理解することができた。 

(3) 日本近代のネイチャーライティング
が内包する特性─散文性と詩的言語
（詩的機能のレトリック）、一次的経
験の言語化、言及指示性と透明性─
などが矛盾し合いしながら共存する
様態を具体的な作品の分析を通じて
明らかにした。 

(4) 自然との一次的な接触・交感体験の
記述は、その経験の一次性を通じて、
自然の他者性、野生性への認識を開
く回路となっていることを解明し、



交感体験とはたんなる自然との「一
体化」論でも「融即」論でもなく、
むしろ他者性の露出であり、「主体の
二重化」という複雑な機制にかかわ
る問題であることを突き止めた。 

(5) ネイチャーライティング研究におけ
る「紀行文」ジャンル、すなわちト
ラヴェルライティングの重要性と類
縁性を見いだすことができた。それ
は近代以前の「紀行文」の系譜と接
点をもつ歴史的意義ばかりでなく、
近代以降の「移動」（＝旅行文学）を
めぐる記述様式の大きな転換にも深
く関わる問題であることが明らかに
なった。その意味で、ネイチャーラ
イティングとトラヴェルライティン
グは、いずれも「移動」を基軸とす
る文学ジャンルとして共通の土台を
有している。また、西欧近代におけ
る新興ジャンルであり、文学の圧倒
的な様式となった小説(novel)とい
うジャンルとの間にも類縁性を有す
る可能性を提起できた。 

(6) 日本近代文学史をネイチャーライテ
ィング研究の観点から整理するため
のいくつかのキーとなるファクター
を明らかにすることができた。なか
でも「遠近法」的記述様式の成立と
変容が近代における自然記述様式に
おける注目点となることが明らかと
なり、他方で「遠近法」からの逸脱、
離脱の様式との葛藤関係を捉えるこ
とができた。 

なお、研究期間の最後となった 2017 年
度末に、プロジェクト参画者全員による
研究成果報告書をまとめた。以下、その
情報を記載する。 
 野田研一編「日本のネイチャーライテ
ィングにおける交感表象の歴史的様相」 
科学研究費補助金基盤研究(B)課題番
号：15H03201 研究成果報告書（非売品）、
全 118 頁、2018 年 3 月 15 日刊。また、
2018 年度には上記報告書に基づく成果
論文集を公刊する予定である。 
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